
補正申請に向けた安全解析書の点検結果

本補正に係る賜嚇氏記載事項の新旧対照表」を以下に示す。

記載事項

目次

番号

目一15

別紙記載事項の新旧対照表(その 1)

令和元年Ⅱ月12日

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

大洗研究所環境保全部環境技術課

変更箇所

11丁目

13 行目

「(ロ)一第A.17表一般の試験

条件下における設計温度」

資料一1

変更承認申請書

「(ロ)一第A.28表特別の試験

条件下における設計温度」

変更内容

変更箇所をにイ

「(ロ)一第A.17表一般の試験

条件下における温度」に変更

「(ロ)一第A.28表特別の試験

条件下における温度J に変更

変更後

'て了'フJく二}、'。

1

ページ



記載事項

(ロ)章 A

構造解析

ノ＼ーー、ノ

番号

0 ^、'

(ロ)-A-28

別紙記載事項の新旧対照表(その2)

変更箇所

(ロ)-A-29

(ロ)・第 A.10 表

(ロ)-A-30

印)・第A.11表

印)-A-31

(0)・第 A.12 表

変更承認申請書

H行目~

15 行目

(ロ)-A-33

変更内容

「(ロ)章B.5.3輸送物温度で示す

ように特別の試験条件下におい

ても常用使用温度^OC~
^゜C)を逸脱することはな
い,」

"゛゛ノルHJ [一A,ア,ニ、判"ノ

変更固所をt,、,.ンご、イ1で不す。
五9'ン]ゞ1-.J'シ.^

(ロ)-A-38

191テ目

おり変更

「くi)一第入U表」 を添付2のと

おり変更

「0 りングの常用使用温度は皿
■゜0から■00であるため、
低温での使用には問題はない。」

変更後

「くP)・1第IA;1乞表」
おり変更

を添付1のと

4行目~

6行目

「(ロ)章B.5.3輸送物温度で示す

ように特別の試験条件下におい

ても常用使用温度^OC~
^゜C)を逸脱することはな
い。」に変更

「振動を模擬した試験を実施し

た⑭。丘)二第ム^に示すとおり

ナイロンスリングで供試体 4 を

振動試験装置に拘束し、垂直方

向へ Safeguards Transp0此er

(SGT)を模擬した振動⑮を加

えた後にランダム振動試験を実

施した。」

(ロ)-A-40

を添付3のと

16 行目

「0 りングの常用使用温度1才■
■゜0から■゜0であるため、
低温での使用には問題はない。」

に変更

19 行目~

201テ目

22 tテ目

(ロ)-A-41

「(1)設計温度」

24 〒テ目

「振動を模擬した試験を実施し

た⑮。生上第▲堅区に示すとおり

ナイロンスリングで供試体 4 を

振動試験装置に拘束し、垂直方

向へ Safe牙Uards TranspoTter

(SGT)を模擬した振動⑯を加

えた後にランダム振動試験を実

施した。」に変更

「一般の試験条件下における設

計温度は」

゛

印)・第 A、17 表

の表題

「(2)設計圧力」

「一般の試験条件下における設

計圧力は保守的に」

印)・第A.17 表 度」に変更

「(0)

下における皐計温度」

A.17表一般の試験条件

「設計温度」

「(1)温度」に変更

「一般の試験条件下における温

度は」に変更

「(2)圧力」に変更

「一般の試験条件下における圧

力は保守的に」に変更

2

「←)・ルA.17表一般の試験条件

下における温度」に変更
ヂ
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記載事項

(ロ)章A

構造解析

(つノづき)

番号

(ロ)-A-43

別紙記載事項の新旧対照表(その3)

変更箇所

(ロ)-A-47

19行目~

20行目

2行目

「最大引張強さの約 ν2
,

られ住剖、」

変更承認卵請書

7行目

「5 基の供試体を用いて実施し
1、:、

た(1の。」

「本項においては設計圧力を保

守的に」

15行目

「中性子吸収材の違いが問題に

なることはない(18)。」

(ロ)-A-101

変更内容

23 行目

r゛〒^ヰ'゛,●吊寺ν,、圏一丁一

変更箇所をシに,●と縛で不す。E、'"" J J"●ゴJ,ニ.ニ、

と考え

「落下試験台で実施した⑲。」

印)-A-102

(0)・第 A.27 表

の表題

「最大引張強さの約ν2 と考え

られq、の、」に変更

A.28表特別の試験条

「ガス燃焼炉で実施した⑮。」

「(2)圧力」に変更

「5 基の供試体を用いて実施し

たq印。」に変更

変更後

41丁目

「(ロ)・第 A,27 表耐火試験にお

ける供試体内部の最高温度

「中性子吸収材の違いが問題に

なることはない住9)。」に変更

n7)
!

「落下試験台で実施した⑳。μこ

変更

「(1)設計温度」

6行目

8行目

「独):第^に示すよう、に
弌

本項に,おVxt,は収納容器表面及

び0 りング近傍の設計温度を保

守的に 167.22 ゜C (332.99 ゜F)と

して評価する。」

J'^

「ガス燃焼炉で実施したa8)。」に

変更

3

「本項においては圧力を保守的

に」に変更

「←)・第 A.27 表耐火試験にお

印)・第A.28 表

ける供試体内部の最高温度

ページ

旦墨」に変更

「(ロ)

15 行目

「(1)温度」に変更

「印)、第A.28表特別の試験条

件下における'計温度」 件下における温度」に変更し、記

17 行目

「本項においてば生Σ策▲^

に示すように収納容器表面及び

0 りング近傍の温度をそれぞれ

保守的に 167.22 ゜C (33299 ゜F)
＼,

及び 140,6joc,イ285、OEンとして

評価する。」に変更

「(2)設計圧力」

載を添付4のとおり変更



記載事項

(ロ)章 A

構造解析

(つーづき)

番号

印)-A-118

別紙記載事項の新旧対照表(その4)

変更箇所

81テ目~

10 行目

変更承認申請書

変更内容

変更箇所を膨口武n.で不す。

「1(U),t懸111D乞り卯、暁註d重亘
b互禽垂亜瓦◎五§ごSy'途匝●生徹
Rub五亘tt■tdd五ιt'血IAat6血66ヤ'1.」▲闘'ー」..、.ψ、ー'、〕'^ム゛ー'..÷一▲一左、^●.'"^●配ι_'ι".'●ν^ン_"'ゞ窒.^'ι""]ν.ゴル""Jノエノ=」、」

ApplicatioliSや,、,AS,丁MI・ニーj、<X-1
サ'ニ"4,'、';才r"アt丁,,ノ. ' J/J / JJ/J、1卜 J ノ.゛. J エノノ Jι N、党、、),

1五t毛と血匝◇0亘_1'1A力ojia11jBooktりf」"一〕一~ーーーー●ルーー"ー'ー,'、"..'ー、__'ー"^"'ー,」一ームー】ムーー」一ー

1、SΦMfst亘五d亘t心,1S亘武.二91yb上
1;'yイ1j- 丁ナサ、、ξ

0902、1W亘StcQOS、◇五◇Cke五ipa,t
゛、,せ゛六"÷ノ"""J,、りY、゛、,ヂ"j゛'、,え、゛-r<゛゛ルブ'

ヒUtte五tルVisi6h.」を追加

rCⅡ)
f

^

変更後

12行目~

201丁目

4

(1,2)

ミく1,

(、1剖

ページ

(13)

^

r C12)

(14)

玉

!,

^

」に変更



記載事項

(ロ)章 A

構造解析

(つーづき)

ページ

番号

(ロ)-A-]18

(つーづき)

別紙記載事項の新旧対照表(その5)

変更箇所

「(i④

変更承認申請書

221テ目

301テ目

変更内容

゛,孔'く、ξゞ凡"゛ーー'だ,,、言

変更箇所を炎'三江1で示す。

.'^ (15つ MIL・STD・810E Test

forStandardMethod

En宮ineerln宮Envn'onmental

Considerations and Laboratory

Tests, Jan.1,2000

「@5)
ι

=」^

変更後

(ロ)-A-119

(16) Desj号n Guide1血esfの・the

Selection and use of stainless

Steel、 AmeriC8.n lron and steel

Institute,＼入lashin牙ton, D.C.,

197フ,」

(16〕 MILSTD・810E Test

StandardMethod for

Envn'onmental En宮ineerln号

Considerations and LaboratoTy

Tests. Jan.1、 2000、

f '

5

11テ目~

31丁目

に変更

「(17)
,」

(17) Design Guidelines fの,the

Selection and use of stainless

Steel, American h'on and steel

Institute,＼入lashin套ton, D.C.,

197フ.」に変更

「(18)
ム"ーノ



記載事項

(ロ)章A

構造解析

(つーづき)

番号

印)-A-119

(つイづき)

別紙記載事項の新旧対照表(その6)

変更箇所

「(1鋤

変更承認申請書

5行目~

12 行目

変更内容

十、'""- J-,^"フ-N,〒ゞYH

三変]更固j折を1,イf,1、'・・カゞンイ'でjiミTず、。
.」"主'"、"」、ι王゛ニ、ι.".

「(1⑨

(19) shappert, L. B、,"Test

Facilities for Radioactive

八laterie.11'ansport packages

(oak NationalRidge

USA),"Laboratory

RAMSTRANS,2 (4/5),73.79,

Nuclear Techn01.,1991.」

変更後

J＼^ン,

(20) shappert, L. B.,"Test

Faci]ities for Radioactive

Materia1 1、'ansp0此 Packa宮es

(oak Rid牙e Natlonal

USA),"Laboratory,

RA入ISTRANS,2 (4/5),73.79,

NuclearTechn01.,1991.」に変更

6

0



記載事項

(ロ)章 C

密封解析

(ロ)-C-1

別紙記載事項の新旧対照表(その7)

変更箇所

20 行目

(ロ)-C-15

印)・第 C.1表

「(3)設計圧力及び設計温度」

7行目

変更承認申請書
シ

「設計圧力で実施している。」

変更内容

変更箇所を 、1:ア'フ]、{'1}'、。

「(3)圧力及び温度」に変更

享手1'゛ノ七》

「くP)二第C.1表」を添付5 のとお

り変更

変更後

「圧力で実施している。」に変更

ジ
号

ペ

番

7


